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国
鉄
信
濃
川
発
電
再
開
発
計
画
に
関
す
る
覚
書
の
調
印
が
、
八
月
三
十
一
日
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
側
か
ら
は
、
市
長
、
助
役
、
国
鉄
信
濃
川
工
事
局
か
ら
は
局
長
、
次

長
が
出
席
。
立
合
い
人
と
し
て
金
子
副
知
事
、
高
鳥
・
白
川
両
代
議
士
、
須
藤
県
議
、
．
斎

木
議
長
、
樋
口
水
資
源
対
策
特
別
委
員
長
な
ど
が
出
席
し
、
市
と
国
鉄
が
覚
書
に
署
名
捺

印
し
、
続
い
て
金
子
副
知
事
が
確
認
の
署
名
捺
印
を
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
経
過
な
ど
を
含
め
て
、
調
印
し
た
党
書
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
構
想
が
提
示
さ
れ
て
以
来
、
四
年
間
が
経
過
し
た
こ
の
問
題
は
、
今
回
の
調
印
に

よ
り
新
た
な
局
面
へ
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

抜
本
的
対
策
に
確
か
な
見
通
し

　
当
市
の
現
在
の
絶
対
的
な
水
不
足

の
現
状
を
背
景
に
、
将
来
的
に
も
都

市
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
抜
本
的

対
緬
下
①
特
別
重
要
水
源
山
地
整

備
事
業
の
導
入
②
地
域
生
活
防
災
ダ

ム
③
信
濃
川
水
利
権
の
確
保
④
信
濃

川
維
持
流
量
の
保
証
と
い
う
四
項
目

を
主
張
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
水
資
源
確
保
に
つ
い
て
「
公
共

事
業
を
採
択
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

％、覚書に調印する諸里市長と江本国鉄信濃川工事局長

（妾織篇鰯議嘗白川衆議院議員’）

含
め
、
抜
本
的
対
策
が
達
成
で
き
る

と
い
う
確
信
と
見
通
し
が
た
つ
に
至

っ
た
一
　
（
市
長
）
こ
と
に
よ
り
、
発

電
所
再
開
発
計
画
に
合
意
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
慢
性
的
な
水
不
足

に
苦
し
む
当
市
に
と
っ
て
水
資
源
の

確
保
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
も
の

と
い
え
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
に
至

る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
市
長

は
「
全
て
を
公
開
で
き
ず
水
面
下
の

も
の
と
な
っ
た
の
は
、
国
鉄
と
市
の

協
議
で
事
が
進
む
の
な
ら
逐
一
公
開

交
渉
も
あ
っ
た
が
、
水
資
源
確
保
と

い
う
問
題
は
、
農
水
省
、
建
設
省
、

県
、
国
鉄
と
そ
の
交
渉
相
手
が
多
岐

に
わ
た
り
、
全
て
を
ク
リ
ア
す
る
た

め
に
は
、
や
む
を
得
ず
水
面
下
的
協

議
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
市
民

の
皆
様
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
忌
憧
な

く
卒
直
に
自
分
の
考
え
を
述
べ
、
今

後
と
も
理
解
を
深
め
る
努
力
を
す
る
一

（
調
印
後
の
記
者
会
見
か
ら
）

今
後
も
市
民
の
不
利
益
に

　
　
　
　
　
　
　
な
ら
な
い
施
策
を

　
昭
和
五
十
五
年
八
月
に
、
こ
の
再

開
発
計
画
構
想
が
提
示
さ
れ
て
以
来

現
実
に
進
行
す
る
水
需
要
の
増
大
と

計
画
に
対
応
す
る
姿
勢
に
は
、
か
つ

て
な
い
む
ず
か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
国
の
予
算
の
概
算
要
求
の

問
題
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
八
月

三
十
一
日
に
は
信
濃
川
工
事
局
と
覚

書
を
調
印
し
、
新
し
い
展
開
の
中
で

い
ろ
ん
な
問
題
が
山
積
み
し
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

　
発
電
所
工
事
が
今
後
具
体
的
に
進

む
中
で
の
い
ろ
ん
な
問
題
を
は
じ
め

今
回
の
合
意
に
具
体
的
条
件
と
な
っ

た
特
別
重
要
水
源
山
地
整
備
事
業
、

地
域
生
活
防
災
ダ
ム
、
仮
称
新
十
日

町
大
橋
、
清
津
ダ
ム
と
い
っ
た
そ
れ

ぞ
れ
の
具
体
的
事
業
に
つ
い
て
、
市

全
体
と
し
て
と
ら
え
た
時
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
不
利
益
や
犠
牲
を
強
い
る

結
果
に
絶
対
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
を
第
一
順
位
と
考
え
て
い
ま
す
。

　国鉄信濃川発電再開発計画に関する覚書

　十日町市と臼本国有鉄道との間において、

信濃川水力発電再開発計画に関し新潟県立合

いの上で次の通り覚書を交換する。

1．十日町市が信濃川の中里村宮中地点で、侮秒L827

　m3の暫定水利権を確保することについて～国鉄はこ

　れの優先権を認め、これに協力する。

2．宮中地点での取水施設および十日町地点までの導

　水施設は、国鉄の施設を利用する。

3．国鉄施設から分水し、十日町市内の特定地点まで

　の送水については新十日町大橋（仮称〉に添架する

　こととし、その送水施設については国鉄が負担する。

4．新十日町大橋（仮称）の建設に関し、国鉄は共同

　事業者として応分の負担をする。

5．国鉄は、水路燧道工事に関連して発生が予想され

　る問題については、十日町市並びに関係住民と協議

　のうえ、事前調査を充分行い、必要な対策を講ずる

　とともに、工事施行中に生じる問題についてもすべ

　て国鉄の責任において、これを解決する。

6．国鉄は、建設省と協議のうえ、宮中地点から下流

　の信濃川維持流量の増大（現維持流量の3倍程度）

　を図る。

7．十日町市は、上記条件を前提にして、国鉄の信濃

　川水力発電再開発計画に同意する。

8．以上7項目について、両者は誠意をもって実現に

　当たるものとする。なお詳細項目については、別途

　協議するものとする。

　新潟県は、この覚書の交換についてこれに

立合い確認した。
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▲宮中ダム（％撮影）濃川十目町橋付近（％撮影）

65

年
に
発
電
開
始
予
定

国
鉄
信
濃
川
工
事
局
長
江
本
佑
橘

　
五
月
以
来
誠
心
誠
意
努
力
し
た
結

果
よ
う
や
く
合
意
点
に
達
し
喜
ん
で

い
る
。
今
の
む
ず
か
し
い
時
だ
け
に

皆
さ
ん
の
理
解
を
得
な
が
ら
や
っ
て

い
く
こ
と
と
国
鉄
と
し
て
も
譲
れ
る

こ
と
は
譲
っ
て
ゆ
く
…
…
そ
の
姿
勢

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
、
水
利
権
に
関
す
る
同
意
書
（
三

十
八
）
を
と
り
来
年
三
月
ま
で
に

建
設
省
に
水
利
権
の
申
請
を
し
、
六

十
五
年
の
発
電
開
始
を
目
標
に
し
て

い
る
。
毎
秒
一
・
八
二
七
ト
ン
の
暫
定

水
利
権
に
つ
い
て
は
、
市
の
水
事
情

を
国
鉄
が
理
解
し
た
と
い
う
こ
と
で

本
当
は
容
易
な
量
で
は
な
い
が
…
。

維
持
流
量
は
、
河
川
管
理
者
（
建
設

省
）
と
一
緒
に
な
っ
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

事
業
採
択
に
鋭
意
努
力
す
る

新
潟
県
副
知
事
金
子

　
県
と
し
て
は
側
面
的
に
協
力
し
て

き
た
が
、
十
日
町
市
と
国
鉄
と
の
間

で
水
資
源
確
保
の
約
束
が
出
来
た
こ

と
を
喜
ん
で
い
る
。
十
日
町
市
が
要

信
望
し
て
い
る
林
野
庁
の
特
別
重
要
水

▲

清

源
山
地
整
備
事
業
と
建
設
省
の
地
域

生
活
防
災
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
要
請

を
受
け
て
、
出
来
る
だ
け
早
く
実
現

す
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
、
推
進
を
し

て
い
き
た
い
。

▲十日町市議会現地視察（％撮影）

　織諜馨　　　覚書案

全員協議会で検討

　　　測

　　讐

塗
』

羅
戴

　％、市議会は全員協議会で、国鉄が調査し

た「十日町地区水文調査概要報告書」と市の

提示した覚書案を検討し、新たな局面へ動き

出しました。

◆
◇
◇
⇔
こ
れ
ま
で
の
主
な
経
過
◇
◆
◆
◆

◆
五
十
五
年
八
月
…
…
国
鉄
信
濃
川

発
電
所
再
開
発
計
画
の
構
想
を
提
示

◆
五
十
五
年
八
月
…
…
十
日
町
市
、

計
画
中
止
要
請
、
（
進
め
る
場
合
は
地

元
協
議
前
提
）

◆
五
十
五
年
十
月
…
…
信
濃
川
工
事

局
長
よ
り
文
書
回
答
（
環
境
影
響
調

査
等
必
要
な
調
査
を
行
う
な
ど
）

◆
五
十
六
年
五
月
…
…
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
の
要
請
来
る
。

◆
五
十
六
年
六
月
…
…
定
例
市
議
会

全
員
協
議
会
で
経
過
説
明

◆
五
十
六
年
十
月
…
…
環
境
影
響
調

査
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
る
地
質

調
査
に
つ
い
て
国
鉄
再
要
請

◆
五
十
六
年
十
月
…
…
ボ
ー
リ
ン
グ

三
条
件
を
付
し
て
承
諾

◆
五
十
七
年
十
月
…
…
国
鉄
発
電
促

進
期
成
同
盟
会
発
足
（
小
千
谷
市
、

川
西
町
、
川
口
町
）
陳
情
活
動
を
開

始
す
る

◆
五
十
七
年
十
月
…
…
十
日
町
市
の

方
針
と
態
度
は
不
変
、
確
認
文
書
発

送
（
国
鉄
、
建
設
省
、
運
輸
省
、
県
、

関
係
市
町
村
、
国
会
議
員
、
県
議
）

◆
五
十
八
年
七
月
…
…
田
中
元
首
相

小
千
谷
で
国
鉄
発
電
所
建
設
推
進
を

強
調
◆
五
十
八
年
八
月
…
…
北
陸
地
建
、

妙
見
堰
の
五
十
九
年
度
の
予
算
概
算

要
求
報
道
さ
れ
る

◆
五
十
八
年
九
月
…
…
抜
本
的
対
策

な
く
ば
取
水
容
認
せ
ず
の
要
請
状
を

発
送
（
国
鉄
、
運
輸
省
、
建
設
省
、

協
力
要
請
…
国
会
議
員
、
県
、
大
蔵

省
）◆

五
十
八
年
九
月
…
…
市
長
、
県
知

事
、
総
務
部
長
に
協
力
要
請

◆
五
十
八
年
九
月
…
…
信
濃
川
工
事

局
長
来
市
（
更
に
影
響
調
査
を
行
う
）

◆
五
十
八
年
九
月
…
…
建
設
省
信
濃

川
工
事
事
務
所
長
　
妙
見
堰
に
つ
い

て
来
市
説
明

◆
五
十
八
年
九
月
…
…
市
議
会
に
水

資
源
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置

◆
五
十
九
年
五
月
…
…
国
鉄
、
再
開

発
計
画
を
運
輸
省
に
認
可
申
請

◆
五
十
九
年
五
月
…
…
十
日
町
市
長

記
者
会
見
（
協
議
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ

く
こ
と
を
受
け
入
れ
る
。
抜
本
的
対

策
の
決
着
が
大
前
提
）

◆
五
十
九
年
六
月
…
…
市
長
、
抜
本

的
対
策
の
具
体
的
対
策
を
市
議
会
で

説
明
◆
五
十
九
年
八
月
…
…
国
鉄
、
十
日

町
市
議
会
で
工
事
計
画
説
明

◆
五
十
九
年
八
月
…
…
国
鉄
十
日
町

地
区
水
文
調
査
概
要
結
果
報
告

◆
五
十
九
年
八
月
…
…
市
議
会
全
員

協
議
会
、
調
査
結
果
と
覚
書
案
検
討

地元説明会を実施

（llll鶉鋤

　　　　　　▲％の吉田地区での地元説明会

　8月24日と25日の両日、吉田地区と姿地

区の地域住民に対する再開発計画の説明会

が開催されました。市と国鉄信濃川工事局の

説明のあと、質疑応答に入り、今後の体制、

水文調査、覚書案、今までの発電所工事の

ツメ跡問題、維持流量、水利権問題などに

ついて討議が行われました。

　一方、25日午前には、農業用水の水利権

をもつ団体、個人に対する説明会も行われ

ました。
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沿
線
地
域
振
興
の

　
北
越
北
線
の
経
営
を
行
う
、
第
三
セ
ク
タ
i
「
北
越

急
行
株
式
会
社
」
の
創
立
総
会
が
、
八
月
二
十
七
日
、

新
潟
市
の
ホ
テ
ル
、
イ
タ
リ
ア
軒
で
開
か
れ
、
沿
線
住

民
の
悲
願
で
あ
っ
た
地
域
振
興
の
願
い
を
託
し
、
会
社

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
鉄
財
政
悪
化
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
国
鉄
再
建
法

に
よ
り
進
ち
ょ
く
率
五
十
七
・
六
％
を
見
な
が
ら
工
事

　
創
立
総
会
に
は
、
当
市
か
ら
は
諸

里
市
長
・
丸
山
商
工
会
議
所
会
頭
．

吉
沢
織
物
組
合
理
事
長
が
、
株
主
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　
席
上
、
君
知
事
は
「
北
越
急
行
は

面
曳
、

悟
姫
㌧

を
託
し

が
中
止
さ
れ
て
い
た
北
越
北
線
も
、
経
営
母
体
が
出
来

た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
中
の
工
事
再
開
を
め
ざ
し
て
、

大
き
な
前
進
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
地
方
鉄
道
業
の
免
許
を
取
得
す
る
た
め
の
申

請
業
務
と
、
工
事
再
開
の
た
め
の
認
可
申
請
を
行
い
、

五
年
後
に
は
一
番
列
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、

工
事
が
進
め
ら
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

北
越
北
線
の
経
営
と
、
沿
線
地
域
の

振
興
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
開
業

ま
で
に
数
年
は
か
か
る
が
、
こ
の
間

に
地
域
開
発
に
力
を
入
れ
、
北
越
急

行
の
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が

今
後
の
重
要
な
課
題
だ
。
関
係
者
一

同
が
協
力
し
て
早
期
完
成
に
向
っ
て

努
力
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
後
、
会
社
の
定
款
の
承
認
・

役
員
の
選
任
を
行
い
、
社
長
に
は
君

知
事
が
就
任
、
諸
里
市
長
は
副
社
長

と
し
て
会
社
の
経
営
に
参
画
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
去
る
三
月
、
諸
里
市
長
を
先
頭
に

沿
線
十
七
市
町
村
が
一
丸
と
な
っ
て

第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
準
備
会
を
組
織

し
て
以
来
六
ヵ
月
、
準
備
会
に
県
の

参
加
を
得
て
、
会
社
の
設
立
に
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。

　
会
社
の
資
本
金
は
、
三
億
円
、
そ

の
内
新
潟
県
が
一
億
四
、
一
〇
〇
万

円
、
十
日
町
市
は
三
、
一
〇
〇
万
円
、

十
日
町
商
工
会
議
所
が
一
〇
〇
万
円
、

織
物
組
合
が
五
〇
万
円
の
出
資
を
し

て
い
ま
す
。

　
県
や
市
町
村
な
ど
の
出
資
が
全
体

の
八
十
％
を
占
め
て
お
り
、
役
員
も

知
事
、
副
知
事
を
は
じ
め
沿
線
の
市

町
村
長
な
ど
、
ま
さ
に
自
治
体
主
導

の
会
社
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
県
民

の
鉄
道
、
地
域
住
民
の
鉄
道
と
い
う

考
え
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
会
社
の
事
務
所
は
、
当
面
県
庁
の

中
に
置
か
れ
、
こ
れ
か
ら
地
方
鉄
道

業
の
営
業
免
許
の
申
請
、
工
事
施
行

認
可
申
請
の
仕
事
に
と
り
か
か
り
、
認

可
を
受
け
て
工
事
再
開
と
な
り
ま
す
。

　
残
工
事
費
が
約
四
〇
〇
億
円
か
か

る
予
定
で
す
が
、
電
化
も
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
工
事
は
鉄
建
公
団
が
行

い
、
完
成
後
は
会
社
が
施
設
の
無
償

貸
与
を
受
け
経
営
を
し
ま
す
。
今
後

工
事
予
算
の
獲
得
に
全
力
を
傾
注
し
、

五
年
後
に
は
開
通
し
た
い
、
と
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
間
に
地
域
の
産
業
・

観
光
開
発
に
力
を
入
れ
、
沿
線
地
域

の
英
知
を
結
集
し
て
、
マ
イ
・
レ
ー

ル
開
業
に
向
っ
て
総
力
を
あ
げ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

シリーズ

　恥6

誘
客
で
き
る
観
光
地
に山浦善徳さん

（十日町駅長・46歳）

　
　
「
十
日
町
の
特
色
は
、
団
結
力
、

組
織
力
、
そ
し
て
実
行
力
が
優
れ
て

い
る
こ
と
。
中
で
も
四
十
～
四
十
五

歳
ぐ
ら
い
の
中
年
の
方
が
頑
張
っ
て

い
ま
す
ね
一
ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
い

見
方
を
し
た
山
浦
駅
長
、
実
は
昭
和

三
十
三
年
十
二
月
か
ら
三
ヵ
月
間
、

十
日
町
駅
に
勤
務
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
「
駅
舎
も
ま
だ
古
か
っ
た
当
時
と
比

べ
て
、
駅
前
商
店
街
は
ず
い
ぶ
ん
り

　
っ
ぱ
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
祭
り

な
ど
で
は
若
い
人
の
数
が
少
な
く
な

　
っ
た
な
と
い
う
感
じ
で
す
∂

　
　
十
月
に
開
催
さ
れ
る
”
全
国
雪
シ

　
ン
ポ
・
技
術
博
”
に
も
全
面
協
力
。

　
「
技
術
革
新
の
進
む
日
本
で
、
現
在

最
高
の
技
術
が
一
堂
に
会
す
る
。
今

　
の
段
階
か
ら
一
歩
進
む
に
は
、
絶
好

　
の
機
会
と
い
え
る
で
し
ょ
う
一

鄭贈　
当
日
は
機
動
力
の
あ
る
除
雪
車
を
篠

　
ノ
井
機
関
区
か
ら
運
ん
で
き
て
、
駅

構
内
に
展
示
し
、
ま
た
8
脇
の
映
写
．

な
ど
も
予
定
し
て
い
る
と
い
う
。

　
昭
和
三
十
二
年
入
社
後
、
車
掌
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

ス
ジ
ヤ
（
運
転
ダ
イ
ヤ
を
組
む
人
の

こ
と
）
を
経
て
、
今
年
十
日
町
駅
長

に
就
任
。
長
野
鉄
道
管
理
局
管
内
の

駅
長
と
し
て
は
、
六
番
目
の
若
さ
で

あ
る
。
「
新
線
の
開
通
が
地
元
や
沿
線
地
域

に
も
た
ら
す
効
果
は
絶
大
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
取
り
組
む
人
た

ち
の
熱
意
は
す
ば
ら
し
い
。
　
（
北
越

急
行
に
対
し
）
私
と
し
て
は
心
か
ら

敬
意
を
表
し
、
成
功
を
祈
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
協
力
は
惜
し
み
ま
せ
ん
一

　
十
日
町
市
の
将
来
に
対
し
、
提
言

を
お
願
い
し
た
。

「
街
中
を
歩
い
て
気
づ
く
の
は
、
土
・

日
曜
日
で
も
、
地
元
以
外
の
人
に
は

あ
ま
り
お
目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
。
観

光
地
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
菅
平
を
有
名
に
し

た
の
は
ラ
グ
ビ
ー
と
い
う
よ
う
に
、

十
日
町
市
に
こ
れ
あ
り
、
そ
ん
な
も

の
が
ほ
し
い
で
す
ね
甲

　
三
人
の
お
子
さ
ん
の
父
親
。
今
、

は
や
り
の
単
身
赴
任
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

夏休み・母と子の飯山線の旅（十日町駅）
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　　　TV放映一TNN（テレビ新潟）一

　　　　『走れ北越北線』

　◆9月16日（日）夜10時30分～11時
　北越北線の早期開通をめざして「北越急行㈱」が設立されま
した。

　沿線17市町村の地域振興を担った鉄道です。一県は、地元
市町村は、そして住民は、何をしなければならないか。番組を

通して考え、話し合ってみましょう。

対
　
．
「
　
　
鑛
．
翼

　
　
　
　
ル
ダ
ビ

灘
経
耐

離
全
蘇
貝
聯

i熱催／『i新言欝県　・十屋町管籔　・鞠新渇轡綴桑土　　「■■■

後　　纏　』』『慶土庁娘濡鶴灘轍醇灘畿省　科撃揺欝序蓮輸繊轍縫絵灘嶺糖
　　　策盤臓会喰歯鷺寒都箏簿藻擁議金・遼顛畢鮒濡害震嫌協謙金・癌鷹難霊購
　　　穂薬蒲嚇粥議翁壇麟難業響　全屠叢喪禽・蛮鍵嚇捨’『全騙都送撫疇翻

・供犠1薪欝簾繍欝驚雑薪
　　　繭豪露借熱糊箪㎝無贈櫻1樵誰篠醸．、卦，段素世驚、愈藷醸懸諦権識構癖薪源ツ網・・、

　　　　　　　　　　　　　　　　　の世界“に堪能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　～日本画40点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洋　画26点～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　博物館開館5周年と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　市制施行30周年の記念
　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別展“巨匠たちの世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　界。が、9月1日から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5日まで博物館で開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山大観、東郷青児
をはじめとした文化勲章、芸術院賞などを受章した日本を代表す
る明治・大正・昭和の大家の作品66点（日本画40点、洋画26点）

が展示。

　日頃、鑑賞することのできない名作の数々ということで、5日
間で4，800人が来館。思う存分巨匠たちの世界に酔いしれました。

◆克雪利雪技術全国博覧会
　●全国から雪に関する技術について40以上の技術が

　　参加
　●大型・小型除雪機械の展示、雪に強い自動車展示

　　に150台の機械大集合〃
　●克雪とニューメディアコーナーは、全国各地で開

　　催されるこの種のイベントが多くあるも、雪と結

　　びつけたものは、これが初めてのもの。

◆克雪フェア
　市民の夕べ、観光物産、雪とファッション、スキー用品

　展示販売、ちびっ子広場など“雪の楽しさ、を企画中。

導
ツ

畦
。
ま
ワ

丁小唄、深雪甚

の大民踊流し。

らした明石万

いろな出し物

の周囲には多
の輪。

ら’は、駅通り

　　ラムネ、金魚すくい……子どもたちにとって楽しい

◆全国雪シンポジウム…全国各地から6・・名が参加・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
彩
と

腿
麟
辮
磯
衡

　
句
趣
灯
の
く
　
に
も
　
　
　
　
楽

彩る花火の乱舞。

ところの町内では、元気な掛け声の子どもみこしの行列。
・ヨイ、ワッショイ・“町内をリレーされる勇壮な八角みこし。

ら27日の3日間。だれしもが、思い思いに諏訪まつりを
した。
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経
営
者
に
求
め
ら
耗
る
火
聞
耐
魅
力

■
市
制
施
行
3
0
周
年
記
念
講
演
会
か
ら
■

　
去
る
九
月
三
日
、
十
日
町
青
年
会

議
所
と
十
日
町
市
共
催
に
よ
る
市
制

施
行
三
十
周
年
記
念
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
を
約
八

○
○
人
の
聴
衆
が
う
ず
め
ま
し
た
。

　
講
師
に
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
社
長
、

小
林
陽
太
郎
氏
を
招
き
「
変
革
の
時

代
に
期
待
さ
れ
る
経
営
者
像
」
と
題

し
て
、
国
際
経
済
情
勢
、
情
報
産
業

の
方
向
性
、
求
め
ら
れ
る
経
営
者
像

に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　
日
米
諮
問
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
な

ど
と
し
て
、
海
外
と
の
接
触
の
中
で

感
じ
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
が
長
い

谷
間
の
時
代
を
経
て
、
急
速
に
そ
の

力
を
回
復
し
活
性
化
の
時
代
に
入
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き

は
、
つ
ぎ
の
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ

る
一
九
八
八
年
で
、
物
質
的
な
裏
付

け
が
完
了
し
、
精
神
的
な
理
念
が
構

　
　
鱈

築
さ
れ
る
年
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
技
術
革
新
に
対
し
て

前
向
き
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
そ

し
て
、
目
を
向
け
る
べ
き
は
、
欧
米

に
は
個
々
人
の
素
質
を
伸
ば
す
教
育

の
基
盤
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
は
欧
米
の
技
術
を
加
工
す
る

こ
と
を
発
展
の
大
き
な
基
盤
と
し
て

き
た
。
し
か
し
、
客
観
的
な
世
界
情

勢
が
そ
れ
を
許
さ
な
く
し
て
き
て
い

る
。
日
本
に
お
い
て
新
技
術
を
開
発

（
未
知
の
も
の
を
基
地
と
す
る
発
想
）

し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
個
性
を

伸
ば
す
教
育
へ
の
変
革
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
複
写
機
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
ワ
ー

プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
が
企
業
に
入

り
込
ん
で
き
た
が
、
若
者
を
対
象
と

し
た
機
器
開
発
に
終
始
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
今
後
高
齢
化
社
会
が

急
速
に
進
む
が
、
企
業
に
お
け
る
年

齢
構
成
を
考
慮
し
、
高
齢
者
の
利
用

に
も
対
応
で
き
る
技
術
の
提
供
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
変
革
の
時
代
の
経
営
者

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
①
先
見
性
、

②
判
断
力
、
③
決
断
力
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
支
え
る
要
因
と
し
て
人
間
的

な
魅
力
が
重
要
な
部
分
を
占
め
る
。

　
①
～
③
ま
で
を
用
い
て
も
、
企
業

に
働
く
人
の
協
力
を
得
な
け
れ
ば
新

し
い
道
は
開
け
ず
、
最
終
的
に
は
人

間
的
魅
力
に
つ
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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市
で
は
、
産
業
田
園
文
化
都
市
を

目
指
し
た
総
合
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
す
で
に
策
定
か
ら
五
ヵ
年
が

経
過
し
、
こ
の
間
、
社
会
的
・
経
済

的
に
も
、
市
を
と
り
ま
く
環
境
は
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
基
幹
産
業
で
あ
る
織
物

産
業
は
、
長
期
に
わ
た
る
構
造
不
況

か
ら
脱
却
し
き
れ
ず
、
市
民
生
活
を

は
じ
め
、
市
の
財
政
や
人
口
の
伸
び

悩
み
な
ど
、
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。　
ま
た
、
水
資
源
を
ど
の
よ
う
に
し

て
確
保
し
て
い
く
か
。
雪
に
対
す
る

対
策
、
高
速
交
通
体
系
へ
の
連
絡
道

路
。
北
越
北
線
の
工
事
再
開
の
目
途

が
た
っ
た
こ
と
に
よ
る
駅
周
辺
の
都

市
計
画
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

企
業
誘
致
が
進
み
産
業
構
造
も
変
化

し
て
き
て
お
り
、
地
場
産
業
の
振
興

策
も
含
め
、
経
済
基
盤
を
ど
の
よ
う

に
確
立
す
る
か
。
ま
た
、
高
齢
化
社

会
に
向
か
っ
て
の
対
応
策
な
ど
、
早

急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

幾
多
の
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
総
合
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
住
み
よ
い
活

気
あ
る
町
づ
く
り
を
し
、
さ
ら
に
一

層
の
発
展
を
図
っ
て
ゆ
き
た
い
と
し

て
、
す
で
に
七
月
に
は
各
地
区
を
回

り
、
広
聴
会
で
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
町
づ
く
り
に
対
す
る
多
く
の
提
案

を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
、
計
画
に
反
映
を
さ
せ

て
行
き
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
見
直

す
か
を
審
議
す
る
委
員
に
、
次
の
み

な
さ
ん
を
九
月
一
日
付
で
委
嘱
し
ま

し
た
。総

合
計
画
審
議
会
委
員

斉
木
正
義
（
市
議
会
議
長
）

小
宮
山
達
男
（
市
議
会
副
議
長
）

遠
田
金
市
（
総
務
文
教
委
員
長
）

小
林
辰
雄
（
建
設
企
業
委
員
長
）

竹
内
　
真
（
社
会
経
済
委
員
長
）

林
　
　
正
（
教
育
委
員
）

丸
山
　
滋
（
農
業
委
員
）

樋
口
貫
一
（
市
農
協
組
合
長
）

吉
沢
慎
一
（
織
物
組
合
理
事
長
）

佐
藤
栄
作
（
商
工
会
議
所
専
務
理
事
）

蕪
木
謙
蔵
（
商
店
街
振
興
組
合
連
合

　
　
　
　
　
会
副
理
事
長
）

水
野
寛
男
（
繊
労
組
合
長
）

大
島
清
松
（
地
区
労
働
組
合
評
議
会

　
　
　
　
　
副
議
長
）

丸
山
良
典
（
青
年
会
議
所
理
事
長
）

藤
田
つ
ね
子
（
婦
人
会
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
会
長
）

滝
沢
章
次
（
体
育
協
会
副
会
長
）

飯
塚
茂
夫
（
農
業
青
年
）

田
村
有
美
子
（
コ
モ
市
派
遣
使
節
団
員
）

金
沢
恭
子
（
水
沢
商
工
会
職
員
）

大
熊
ミ
チ
子
（
中
条
地
区
婦
人
会
長
）
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「
高
齢
化
社
会
」
が
叫
ば
れ
て
久
し
く
な
り
ま
し
た
。
十
日

町
市
に
お
い
て
も
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
は
全
人
口
の
十
二
・

八
％
に
達
し
、
全
国
、
全
県
平
均
を
上
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
化
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
も
の
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
老
人
問
題
も
新
し
い
局
面

を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
従
来
は
老
人
問
題
と
い
え
ば
貧
困
、
疾
病
、
孤
独
と
い
っ
た

福
祉
的
側
面
が
中
心
で
し
た
。
そ
れ
が
今
、
収
入
も
あ
り
、
健

老人の活力を生かそう
　～豊かな老後はみんなの手で～

康
で
、
家
族
も
い
る
老
人
の
生
き
が
い
を
、
ど
う
高
め
る
か
が

最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
老
人
問
題
に
対
し
て
は
、
国
や
県
や
市
で
も
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
課
題
は
、
老
人
自
身
の
努
力

や
、
若
い
世
代
の
協
力
な
し
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

　
敬
老
の
日
を
機
会
に
、
若
い
人
も
年
寄
り
も
、
楽
し
く
暮
ら
し

て
い
け
る
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
、

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

西 東
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泰鑛

響
霧
麟
鞭
愚
灘
雛
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　
来
年
度
よ
り
下
水
道
第
二
期
計
画

区
域
（
川
治
川
か
ら
田
川
の
間
で
、

国
鉄
飯
山
線
の
西
側
約
一
四
三
㎞
）

の
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
賦

課
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
負
担
の
公
平
を
は
か
り
、

下
水
道
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、

説
明
会

下
水
道
の
計
画
さ
れ
て
い
る
区
域
の

受
益
者
（
土
地
所
有
者
等
）
の
方
に
、

土
地
一
㎡
当
た
り
四
五
〇
円
の
負
担

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
次
の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
区
域
内
に
土
地
を
所
有
し

て
い
る
方
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程

期
日

会
場
名

参
集
区
域

9
月
1
8
日
㈹

天
理
教
中
魚
沼
分
教
会

高
田
町
3
丁
目
東
、
高
田
町
3
丁
目
南

西
　
部
　
会
　
館

稲
荷
町
3
丁
目
本
通
り

9
月
1
9
日
㈹

西
　
部
　
会
　
館

丸
山
町
、
稲
荷
町
3
丁
目
南

天
理
教
中
魚
沼
分
教
会

春
日
町
1
丁
目
、
高
田
町
3
丁
目
西

9
月
2
0
日
㈲

西
　
部
　
会
　
館

稲
荷
町
3
丁
目
北
、
稲
荷
町
西

共
　
栄
　
会
　
館

古
同
山
2
、
高
山
3

9
月
2
1
日
㈹

島
　
公
　
民
　
館

島

保
健
セ
ン
タ
i

美
雪
町
1
・
2
丁
目
、
美
雪
町
3
丁
目

河
内
町

9
月
2
5
日
㈹

共
　
栄
　
会
　
館

高
山
4
、
高
田
町
4
丁
目

西
　
部
　
会
　
館

千
代
田
町
、
稲
荷
町
4
丁
目

9
月
2
6
日
困

西
　
保
　
育
　
所

西
本
町
1
丁
目
、
西
本
町
2
丁
目

共
　
栄
　
会
　
館

高
田
町
5
丁
目
、
高
田
町
6
丁
目

9
月
2
7
日
㈲

西
　
保
　
育
　
所

八
幡
田
町
、
下
川
原
町

共
　
栄
　
会
　
館

春
日
町
2
丁
目

9
月
2
8
日
㈲

高
山
保
育
所
錦
町
1
丁
目
、
錦
町
2
丁
目

保
健
セ
ン
タ
i

春
日
町
3
丁
目
、
桜
木
町

◎
各
会
場
と
も
時
間
は
、
午
後
7
時
か
ら
9
時
で
す
。

◎
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
か
た
は
、
最
寄
り
の
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

傘国下水道…促進デー事業
　「琳学盤磯一鶏灘氷麹理懸跳磐一職藁謙を嚢施

文
化
都
市
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

水
道
を
利
用
し
た
快
適
な
生
活
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

消
火
器
の
悪
質
セ
ー
ル
ス
に
ご
用
心
を
〃

　
市
で
は
、
九
月
十
日
の

全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
に

あ
わ
せ
て
、
九
月
を
下
水

道
促
進
月
間
と
し
て
、
十

五
日
に
行
う
「
小
学
生
の

一
日
下
水
処
理
セ
ン
タ
i

職
員
」
を
メ
ー
ン
に
、
各

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の

一
般
開
放
や
下
水
道
相
談

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
も
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　
清
潔
な
環
境
は
、
私
た

ち
市
民
の
誇
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

　
最
近
、
消
火
器
の
不
良
販
売
業
者

に
だ
ま
さ
れ
て
、
高
値
で
消
火
器
を

買
わ
さ
れ
た
と
い
う
事
例
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。

　
あ
た
か
も
消
防
職
員
や
消
防
団
員

で
あ
る
か
の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
や
、

一
般
家
庭
に
も
消
火
器
の
設
置
・
点

検
の
義
務
が
あ
る
か
の
よ
う
口
上
手

に
、
留
守
番
を
し
て
い
る
お
年
寄
り

や
婦
人
を
ね
ら
っ
て
や
っ
て
き
ま
す
。

　
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
日
頃
か
ら

十
分
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
被
害
防
止
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
〉

　
〇
一
般
家
庭
で
あ
っ
て
も
消
火
器

を
設
置
し
点
検
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
で
す
が
、
消
防
法
に
よ
る
義
務
付

け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実　施　事　業 実施期間 事　業　内　容

小学生の一日下水

処理センター職員
9月15日

●十日町小、西小、川治小、東小の4年

生の代表20人の一日職員。

●勉強の内容

　・汚れた水がきれいに処理されるまで

　・川の中の生物の役割

　・下水道の必要性

　・施設の見学

●一日センター職員を一般見学者に公開

●一日センター職員に参加賞

図画、ポスター、

作　文　募　集

9月1日

～29日

●上記小学校と、十中、南中の生徒を対象

テーマ［雫慧猫鰭か．た

●優秀作品は「全国下水道いろいろコン

クール」に応募

下水処理センター

の一般開放
9月15日

●見学者へ開放→施設案内

隼離ll｝2回

●下水道相談コーナー設置

●映写会「くらしと下水道」

下水道利用者
サ　　ー　　ビ　　ス

9月7日
～13日

●指定工事店による自社工事家庭の巡回
訪問

　
口
消
防
職
員
は
、
消
火
器
の
販
売

お
よ
び
点
検
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
口
消
防
署
は
、
訪
問
販
売
業
者
の

許
可
・
認
定
等
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
四
消
火
器
に
は
、
品
質
を
確
保
す

る
た
め
に
日
本
消
防
検
定
協
会
に
よ

る
検
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

検
定
合
格
品
で
あ
る
旨
の
表
示
が
な

け
れ
ば
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

回
「
あ
や
し
い
」
と
感
じ
た
ら
、
買

う
前
に
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
智

五
七
－
一
五
五
五
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

～お年寄りを交通事故から守りましよう～
　敬老交通安全週間（9／14～20）

～交通安全を語ろう～
　秋の全国交通安全運動（9／21～30）

　　　8月中の交通事故発生状況　　（）58年

　　　　　　　　　　　　　　　にどうぞ

囹日時　9月15・16日　午前10時～午後5時
囹会場　十日町地域地場産業振興センター（クロス10）
　　　　　　ゆ囹主催　㈹新潟県宅地建物取引業協会十日町支部

　　一優良物件の展示一
　身近かな優良物件を展示し、物件の説明や相談、希望物件を紹
　　介する。

　　一不動産取引の法律相談一
　不動産取引きについて、わからないこと、困っていることなど
　　の相談に応ずる。

囹先着60人の方に記念品贈呈。

市町村名 件数 死者 負傷者

十日町市 11（14） O（1） 13（16）

川　　西　　町 2（3） 0（0） 2（3）

津　　南　　町 4（1） 0（0） 6（1）

中　里　村 63（2） 0（O） 3（2）

累　　　　計 100（123） 2（4） 132（152）

9
月
の
交
通
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　　㈱十日町地域地場産業振興センター
　　　　　女子販売職員（準職員）募集
潮募集人員　女子販売職員（準職員〉2人（高卒以上で18歳～26
　　　　　　歳まで〉（未婚）
囹勤務条件　O勤務時間　午前β時30分～5時30分
　　O休日　日・祭日分として月5回。他に年末年始、有給休暇
　　o給与　規程により優遇　o社会保険　健康保険、厚生年金
　　保険、雇用保険など適用　O通勤手当　規程により支給
圃申し込み・問い合わせ
　※クロス10　振興事業部（担当　田村・松井〉台57－2323
　※十日町職業安定所　藍57－2407
幽申し込み締め切り　9月20日㈱

『丁
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市制施行○○周年記念

第18回諺膨脳雛　10月10，
　　　　　　　薪申し込み締切難

　　　　霧．電話．翠、匙。鴨，せ．雛

部門 会場・時間 対　象 内　容　・　そ　の　他 申　込　先

駅伝競走
集合

十日町高校グラウンド

（1欝鰹，）

・地域チーム
・職域チーム
・学生チーム
（高校以上）

・女子チーム

＜コース＞・男子…十高グラウンド→小林工芸前→円通寺→中条中入口→村昭石油前→よ

　　　　　　　し本食堂→十高グラウンド
　　　　・女子…十高グラウンド→小林工芸前→中条中入口→村昭石油前→よし本食堂

　　　　　　　→十高グラウンド

　　　　　　　　　　　　　　●1チーム（羅誰繍醜

　　　　　　　　　　　　　　・保険料等　1チーム1，500円
　　　　　　　　　　　　　　・参加チーム打合会　％㈲18：30～市民体育館にて

市民体育館

体　　操 十高東体育館（8：30～）

・中学・高校

一般の各男女

・学年別個人戦種目別選手権（中学）

・個人戦種目別選手権（高校・一般）
体　操　協　会

野
　
　
球

チャンピ

オン大会
信濃川運動公園野
球場（8：30～）

59年度公式大会の優勝チーム

小学生

大　会

青少年野外スポーツ

センター（8：30～） 市内小学生
・1校1チーム（タラブ名で参加）選手15名以内、

監督1名　・5年生以下の部もあり 市民体育館

バスヶット

　ボール

十中・南中州治小体育館

（8：30～）

集合（開会式）

南中（8：00～）

一般男女
・1チーム15名以内（監督・コーチを含む）

・参加チーム打合会　％　19：00～

　　　　　　　　＼市役所1F男子休養室にて

市民体育館または

尾身晴夫（市役所
保健衛生課）

卓　　球 市民体育館（9：00～）

市内在住・在
勤の人

・中学1年（男・女）・中学2年（男・女）・一般（中3以上の男・女）

・シニア（35歳以上の男子）・ママさん（30歳以上の女子）
市　体　育　課

軟式庭球
信濃川運動公園

　　テニスコート
（9：00～〉

同　　上

・一般男子（含高校生〉A・B
・一般女子（含高校生）A・B
・婦人の部A・B　・雨天順延　％旧）

宇都宮正人（稲荷
町2　57－8862）

テニス

　（硬式）

庭球コート（城ヶ丘）…男

十高テニスコート……女

（9：㏄ト受付8：0伊）

同　　上

・シングルス男・女（高校生を含む）

・壮年男子シングルス（45歳以上）

・ボール代等　1名500円　・雨天順延　％（日）
市民体育館

ノぐノぐママ

ノくレー

　ボール

十高西体育館
（8：30～）

市内在住・在

勤の既婚男女

・男女混合9人制

・1チーム17名以内（監督・コーチを含む）常時6名
以上が女子であること　・背中にゼッケンを

保坂　正行
　（市役所建設課）

柔　　道
武　　道　　館

（9：00～）

市内小・中・

高生と一般

・小学生（低・中・高学年の部）・中学生（学年別）

・女子（軽量・重量の部）・一般（初段以下・2段以

上〉・全個人戦働

武道館にて月・水・

金の練習日午後7

時に受付

少年剣道

　大　会

西小体育館
（9：00～）

市内小・中学
生

・個人戦（トーナメント）

・小学生（低・高学年の部）・中学生（男・女の部〉

武道館にて月・金

の練習日に受付

空　　手
武　　道　　館

（8：30～）

・小中学生団体型　※団体は3名以内とし、高校生は自由

・高校型個人戦

・小学生（低・高学年の部）型個人戦

西野労務事務所

（田川町3
　　57－8339）

相撲小学生

新人大会
東小相撲場
（9：30～）

市内小学生
・団体戦（学校対抗・3～5年）

・個人戦（3～5年）　※小雨決行
市　体　育　課

サイク

　リング

魚沼スカイライン
（8：00～）

集合　市役所前
（7：30）

40kmほど縦走

できる人

・保険料等500円

・雨天順延％（日）

市民体育館または

清野山和夫（錦町

1・57－4860）

」　　　　　　　　　　　　　　5胴■薩

バドミン

　ト　ン

市民体育館
（8：30～）

市内在住・在

勤の人

・シングルスA・B（男・女）

・ダブルスA・B（男・女〉

市民体育館または

庭野哲夫（江道
57－2775〉

〈10月7日開催のもの〉

、
市
民
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
閉
場
し
ま
し
た
／

　
●
●
●
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
●
●
●

　
今
年
も
市
民
プ
ー
ル
を
ご
利
絹
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
場
者
数
は
四
万
二
、
六
九
三
人
（
昨

年
三
万
四
、
七
二
六
人
）
と
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
忘
れ
物
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
％
～
％
の
間
、

市
民
体
育
館
に
保
管
し
て
お
き
ま
す
の
で
心
当
た
り
の
あ
る

方
は
、
ど
う
ぞ
。

　　　　　　高齢者

　　　　一トボール大会

〈期　日〉

10月16日（幻　午前9時～

〈会場〉

青少年野外スポーツセンター

●詳しくは、市報9月25日号をご
　覧ください。

●申込用紙は、市体育課・各地区

　公民館にあります。

麟鵬縦

號ヒゴヒゴヒ＝」ヒゴヒゴヒ＝」ヒゴヒゴヒゴ鯉

』状．をまだ受け取ってレ、なレ、方は、圧

1市・体育課までおいでください．圧

謁円F司F司FrFrFr円円Fr嶢

　広げよう一南幾の中儲スボーツの輪を

趨めよう一みんなの霧驚笈愛の輪を』

＞嶺体育諜燈留一3棚’㊥3欝
　＞帝民体育館纏駆一駿O＄

””II第32回新潟県青年大会（亟…）”””

　（陸上競技）

　●1，500m男子　1位太田篤宣（トキワ塗装）
　●3種競技男子　3位福崎勝幸（市役所）
　（卓　球）

　●団体戦　1位十日町市
　監督／南雲和幸（市役所）
　選手／市村幸一（消防署）、尾身豊（十日町駅）、

　　　高橋君子（労働金庫）、小海由起子（滝匠）、

　　　根津由紀子（市役所）

　●個人戦　女子　1位高橋君子
　　　　　　男子　2位尾身　豊
　　この結果、11月に東京で開催される全国青
　年大会に太田篤宣選手（陸上）と、卓球（団体）

　が出場します。

グルーブ紹介
十日町市卓球協会
全国青年大会新潟県代表選手団

　8／18・19に行われた新潟県青年大会にお

いて6年ぶりにみごと団体優勝をなしとげた

卓球協会選抜チームです。お盆休みもなく毎

日暑い中練習に励みました。11月の全国大会

には十日町市、そして新潟県の代表として、

カー杯がんばってきます。

　皆さんも私たちといっしょに練習に参加し

てみませんか。毎週火曜日午後7：30～9：30
まで市民体育館で行っています。

　連絡先・南雲和幸（市役所・市民生活課）

のハド

（柔道）小学校5・6年生の部

2位十日町市柔道スポーツ少年団
監督／上村安輝

選手／小川俊浩、服部長広、山口晋、大場晃、

　　　白井健一、川田竜也

（剣道）中学生女子の部

3位　十日町剣友会
監督／関口文二郎

選手／中林久美子、蕪木則子、高橋雅美、高木香子

（空手道）　一団体一

1位十日町空手道スポーツ少年団
監督／西野幸雄

選手／西野あゆみ、佐藤光国、籾山巧、若井裕美、

　　　高野満治、籾山和枝

一個人一小学生の部　3位若井裕美

　　　　　中学生の部　6位佐藤光国

第鱗誤鞭鎧凱
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新
婚
さ
ん
〃

　
　
　
　
　
恋
人
ぎ
さ
ん
〃
い
ら
つ
し
や
い

　
婚
約
さ
ん
〃

　
”
親
候
補
生
”
の
あ
な
た
に
赤
ち

ゃ
ん
の
育
て
方
、
よ
り
良
い
夫
婦
の

あ
り
方
を
教
え
ま
す
。
未
婚
の
青
年

男
女
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

■
と
き
　
九
月
十
二
日
㈱
・
九
月
十

九
日
㈱
　
午
後
七
時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館

■
内
容
　
親
に
な
る
期
待
と
不
安

お字さんのこどでお悩みの方・

　　は窯少年相談“，を

◆少隼育成センターに窓口を設けて“ます。

◆電話による申し込みも受付けます。

　お気軽に認利用ください。

　十日町市少年育成センター

　　　歪ヤ57－8918

（
・
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
・
健
康
な

子
を
産
む
た
め
に
）

■
講
師
　
上
村
病
院
　
高
木
成
子
先

生
■
申
し
込
み
　
当
日
会
場
に
て
受
け

付
け
ま
す
。

※
十
月
以
降
の
日
程
は
、
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

新
潟
大
学
放
送
公
開
講
座
の

　
　
お
知
ら
せ
（
テ
レ
ビ
講
座
）

■
内
容
　
文
化
を
考
え
る
ー
ケ
ニ
ア

の
カ
ン
バ
族
の
生
活
を
中
心
に
ー

■
放
送
日
程
　
昭
和
五
十
九
年
十
一

月
三
日
～
昭
和
六
十
年
一
月
二
十
六

日
の
毎
週
土
曜
日

■
受
講
料
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
〒

蜘
1
2
1
　
新
潟
市
五
十
嵐
2
の
町
八

〇
五
〇
　
新
潟
大
学
庶
務
部
庶
務
課

（
智
〇
二
五
二
ー
六
二
ー
六
五
二
九
）

■
受
付
期
間
　
九
月
十
日
～
九
月
二

十
九
日

設立10周年記念演奏会
　十日町市民吹奏楽団

■
と
き
　
九
月
二
十
三
日
㈲
　
午
後

二
時
開
演
（
開
場
午
後
一
時
半
）

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
　
一
般
五
〇
〇
円
（
当
日

六
〇
〇
円
）
　
中
・
高
生
三
〇
〇
円

（
当
日
四
〇
〇
円
）
　
小
学
生
以
下

は
無
料

■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
　
イ
ト
ー
楽
器
、

丸
久
紙
店
、
ハ
ロ
ー
ホ
リ
デ
i
、
ミ

ヤ
コ
ヤ

指
揮
／
渡
辺
英
雄
　
司
会
／
坂
上
み

き
（
テ
レ
ビ
新
潟
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

瓢轍市美術展
■会期　10月12日働・13日（±）・14日（日）

■作品搬入日　9月28日働午前9時～
　　　　　　午後8時30分市公民館
　　　　　　まで持参してください。

※作品募集要項は公民館（本館・各地
　区館）にあります。

■問い合わせは、十日町市公民館市展
　係へ。（学校町1　857－5011）

子供に学ぶ家庭教育

第6回家庭教育講座
■とき　9月19日㈱　午後7時から
■ところ　十日町市公民館
■テーマ　むずかしい中学生期
■講師　水島敏氏（水沢中校長）

■会費　300円
■問い合わせ　十日町家庭教育研究グ
ループ　市村（費52－4441）

地域の

、拝見ノ

◆4◆

婦
人
文
集
“
信
江
”

　
　
　
～
生
活
を
書
き
つ
づ
け
て
二
十
三
年
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
吉
田
地
区
公
民

★
吉
田
地
区
の
婦
人
学
級
生
や
若
妻

会
の
人
達
が
「
何
か
、
も
の
を
書
く
こ

と
で
地
域
や
生
活
を
見
直
そ
う
」
と
、

ガ
リ
版
印
刷
で
生
活
体
験
を
つ
づ
っ

て
昭
和
三
十
七
年
に
産
声
を
あ
げ
ま

し
た
。
発
刊
以
来
一
回
も
休
む
こ
と

な
く
、
今
年
で
二
十
三
号
を
迎
え
ま

し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
の
秋
に
は
、
第
二

十
号
記
念
集
会
を
開
い
て
大
勢
の
皆

さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
体
験
発
表
や

記
念
講
演
を
聞
い
た
り
し
て
意
義
づ

け
が
で
き
た
こ
と
は
、
ほ
ん
と
う
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。

★
文
集
「
信
江
」
　
（
し
ん
こ
う
）
の

命
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
達
祖
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
が

が
そ
の
昔
よ
り
「
一
の
川
と
呼
び
崇

め
来
し
」
信
濃
川
の
瀬
音
を
き
き
な

が
ら
、
流
域
に
生
活
を
営
み
生
き
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の

け
て
き
た
尊
い
歴
史
を
偲
び
浮
べ
て
、

行
く
川
の
流
れ
の
如
く
吉
田
地
区
十

一
部
落
の
お
母
さ
ん
達
が
話
す
生
活

▲第1号から第22号までの蟻信江。

の
記
録
の
文
集
が
、
い
つ
ま
で
も
ど

こ
ま
で
も
長
く
続
く
こ
と
を
誓
い
合

い
「
信
江
」
と
当
時
の
吉
田
地
区
公

民
館
長
、
故
酒
井
米
三
郎
さ
ん
が
名

付
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
北
鐙
坂
の
栗

林
静
枝
さ
ん
が
第
二
十
一
号
「
信
江
」

二
十
周
年
の
歩
み
の
中
に
記
し
て
あ

り
ま
し
た
。

★
第
一
号
の
中
に
寄
稿
し
て
あ
り
ま

し
た
「
世
の
動
き
に
思
う
」
と
い
う

の
が
非
常
に
心
に
残
り
ま
し
た
の
で
、

一
部
抜
き
だ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

「
考
え
て
み
る
と
早
い
も
の
で
私
が

嫁
に
き
て
か
ら
、
も
う
十
年
に
な
り

ま
す
。
何
の
気
な
し
に
過
ぎ
去
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
十
年
一
昔
と

は
良
く
言
っ
た
通
り
、
世
の
中
が
あ

の
頃
に
比
べ
あ
ま
り
に
進
歩
し
て
驚

い
て
い
ま
す
。
耕
う
ん
機
の
普
及
、
農

薬
の
出
現
で
”
ハ
ナ
ッ
ト
リ
”
や
”
田

の
草
取
町
”
等
や
ち
な
く
て
も
よ
く

な
っ
た
し
、
動
力
の
お
か
げ
で
足
ふ

み
、
稲
こ
き
や
籾
落
し
、
あ
お
り
等

か
ら
解
放
さ
れ
、
ま
た
テ
レ
ビ
の
普

及
で
大
鵬
、
豊
山
フ
ァ
ン
が
誕
生
し
、

よ
も
や
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
次
か
ら

次
へ
と
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
…
…

　
こ
う
考
え
て
み
る
と
こ
れ
か
ら
先

十
年
、
昭
和
五
十
年
頃
は
ど
ん
な
世

の
中
に
な
る
か
今
考
え
て
み
て
も
心

が
わ
く
く
し
て
参
り
ま
す
。
ど
こ

に
も
自
動
車
が
あ
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

　
　
　
　
　
　
　
館
ー

i
で
海
水
浴
と
し
ゃ
れ
こ
む
様
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
…
…
…

　
私
も
四
十
代
も
目
前
に
迫
り
つ
つ
、

い
つ
ま
で
も
若
い
気
持
で
あ
り
た
い

も
の
と
念
じ
て
い
ま
す
一
（
若
草
会

会
員
）

★
こ
の
生
活
の
記
録
「
信
江
」
は
、

何
も
か
ざ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
心

の
ま
ま
綴
る
こ
と
を
ネ
ラ
イ
と
し
て

い
ま
す
。
素
朴
な
気
持
ち
や
考
え
が
、
．

す
な
お
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ

れ
が
と
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。　
ま
た
、
公
民
館
で
は
”
婦
人
の
つ

ど
い
”
を
例
年
行
っ
て
い
ま
す
。
「
信

江
」
に
寄
せ
ら
れ
る
婦
人
の
い
ろ
い

ろ
な
考
え
を
参
考
と
し
て
講
師
を
招

き
、
話
し
合
い
の
場
を
も
つ
こ
と
に

よ
り
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
現
代

社
会
に
対
し
賢
く
生
き
ら
れ
る
糸
口

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

★
”
書
く
”
と
い
う
こ
と
は
大
変
な

こ
と
で
す
が
、
長
年
続
い
て
き
て
い

る
す
ば
ら
し
い
文
集
で
す
。
よ
り
い

っ
そ
う
婦
人
の
心
の
さ
さ
え
と
な
る

文
集
と
し
て
、
育
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
そ
し
て
「
信
江
」
を
語
る
と

き
、
毎
年
編
集
委
員
と
し
て
努
力
し

て
く
だ
さ
る
婦
人
会
の
役
員
の
皆
さ

ん
の
活
躍
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。

一丁
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算：手帳
は
…
・
あ
な
た
ひ
パ
ー
ト
ナ
響
で
す

大
切
に
保
管

し
ま
し
よ
う

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
、
船

員
保
険
の
制
度
に
加
入
す
る
と
、
三

制
度
に
共
通
し
た
”
年
金
手
帳
”
が

交
付
さ
れ
ま
す
（
昭
和
四
十
九
年
以

前
は
「
国
民
年
金
手
帳
」
　
「
厚
生
年

金
被
保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
）
。

　
年
金
手
帳
は
、
最
初
に
被
保
険
者

と
な
っ
た
と
き
の
管
轄
社
会
保
険
事

務
所
を
記
号
と
し
、
そ
の
管
轄
内
で

被
保
険
者
と
な
っ
た
順
に
番
号
を
つ

け
ま
す
。
つ
ま
り
、
全
国
で
同
じ
記

号
・
番
号
を
も
っ
た
被
保
険
者
は
他

に
い
な
い
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
号
・
番
号
は
被
保
険
者
が

生
涯
を
通
じ
て
使
用
す
る
も
の
で
、

年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
再
就
職
し
た
場
合
に
は
、
前
に
交

付
さ
れ
た
年
金
手
帳
を
新
し
い
職
場

　
　
．
葺

叢
・

　
　
　
　
　
態

叢
番

　
　
　
　
　
叢

　
し
ロ難
．
瀞

黙番騒

＿＿、一一一一噂q層騨』■置一　 『一＿一圃

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ

い
。
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

O
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ
な
い
。

o
仕
事
を
し
な
く
な
り
、
人
に
会
う

の
を
い
や
が
る
。

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
手
続

き
を
忘
れ
る
と
別
の
記
号
・
番
号
で

新
た
に
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
加

入
期
間
の
記
録
が
バ
ラ
バ
ラ
と
な
り
、

年
金
を
受
け
取
る
と
き
裁
定
が
遅
れ

た
り
調
査
に
時
間
が
か
か
り
、
思
わ

ぬ
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。　
同
じ
制
度
の
記
号
・
番
号
を
二
つ

以
上
持
っ
て
い
る
人
は
、
す
み
や
か

に
重
複
取
り
消
し
の
手
続
き
を
社
会

保
険
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
市
民
生

活
課
年
金
係
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
紛
失
し
た
り
よ
ご
し

た
と
き
に
は
、
再
交
付
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
将
来
の
年
金
受
給
に
備
え
、
年
金

手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

o
他
人
の
こ
と
や
、
さ
さ
い
も
な
い

こ
と
が
気
に
な
る
。

o
情
緒
不
安
定
で
乱
暴
を
す
る
。
学

校
へ
行
か
な
い
子
ど
も
。

o
そ
の
他

■
日
時
　
九
月
二
十
日
困
　
午
後
一

時
半
～
三
時

■
会
場
保
健
セ
ン
タ
i
二
階
集

団
検
診
室

■
担
当
　
中
条
病
院
　
佐
賀
医
長

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
・
保
健
衛
生
課

（
智
五
七
i
三
一
一
一
⑮
五
〇
三
）

　
な
お
市
役
所
で
は
随
時
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
二
十
日
㈲
　
午
前
八
時
～

午
前
十
一
時
半
　
上
新
田
一
・
二
・

三
、
山
際
、
岩
野
、
原
の
全
部
　
▼

九
月
二
十
日
㈲
　
午
後
一
時
～
午
後

四
時
半
　
北
原
の
一
部
　
▼
九
月
二

十
五
日
㈹
　
午
後
一
時
～
午
後
四
時

半
　
高
島
一
・
二
の
各
一
部

国
際
交
流
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ

　
基
金
…
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
呈
工
業
㈱
　
二
〇
万
円
　
▼
岡

村
建
治
　
一
、
○
○
○
円
　
▼
㈱
サ

ン
ラ
イ
フ
　
三
〇
万
円
　
▼
東
イ
ン

ド
仮
面
舞
踊
会
観
賞
者
有
志
　
四
万

五
、
一
三
七
円
　
▼
酒
井
正
志
　
五
、

○
○
○
円
　
▼
高
橋
幸
一
　
五
、
○

期
　
日

検
診
時
間

検
診
会
場

対
　
象
　
地
　
区

9
月
1
7
日
㈲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
些
剛
n
時
3
0
分

中
条
公
民
館

太
子
堂
、
塚
田
、
中
条
八
幡
、
上
町

午
後
－
時

～
午
後
3
時

上
原
、
上
原
新
町
、
旭
ヶ
丘
、
背
戸

9
月
1
8
日
㈹

午
些
剛
9
時
3
0
分

～
午
払
則
n
時
3
0
分

中
条
公
民
館

中
町
、
下
町
、
梅
沢

午
後
－
時

～
午
後
3
時

中
条
旭
町
、
中
条
島

9
月
1
9
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分

～
午
些
剛
n
時
3
0
分

中
条
公
民
館

峠
、
中
条
新
田
、
北
原

午
後
1
時
3
0
分

～
午
後
3
時

江
道
・
猿
倉
集
落
セ
ン
タ
ー

江
道
、
猿
倉

9
月
2
0
日
㈲

午
茎
削
1
0
時

～
午
前
1
0
時
3
0
分

津
池
冬
期
分
校

津
池

午
些
則
1
1
時

～
午
些
削
n
時
3
0
分

大
池
市
民
施
設

大
池
、
菅
沼

午
後
1
時
3
0
分

～
午
後
2
時
3
0
分

赤
倉
集
会
場

赤
倉

9
月
2
1
日
㈹

午
－
剛
9
時
3
0
分

～
午
些
剛
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ

本
町
1
幽
・
2
・
3

午
後
－
時

～
午
後
3
時

本
町
6
幽

※
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
、
会
社
な
ど
で
受
診
さ
れ
な

　
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
3
5
歳
以
上
の
か
た
は
検
尿
、
血
圧
測
定
後
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
循
環
器
検
診
（
検
尿
、
血
圧
測
定
）
の
受
診
者
は
一
〇
〇
円
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
老

　
人
保
健
法
医
療
受
給
者
、
生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
に
な
り
ま
す
の
で

　当日

会
場
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
○
円
　
▼
大
島
鴻
之
助
　
一
万
円

▼
柳
則
夫
　
五
、
○
○
○
円
　
▼
高

橋
健
一
　
五
、
○
○
○
円
　
▼
田
村

久
蔵
　
五
、
○
○
○
円
　
▼
宮
入
健

一
　
五
、
○
O
O
円
　
▼
野
沢
茂

五
、
○
○
○
円
　
▼
角
山
俊
文
　
五
、

○
○
○
円
　
▼
品
川
達
平
　
五
、
○

○
○
円
　
▼
小
林
武
　
五
、
○
○
○

円
　
▼
庭
野
鉄
雄
　
五
、
○
○
○
円

▼
小
山
勇
蔵
　
五
、
O
O
O
円
　
▼

十
日
町
テ
ニ
ス
協
会
　
二
万
五
、
○

○
○
円寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ン

　
　
．
、
斜

　
〃
恥
心

　
　
　
　
に

議
瞭
繍

　
　
　
　
　
’

ぐ
～
、
、

又
・
ン
　
撃
》
尻
Z
だ

　
　
面
　
・
　
　
　
、
／

マ
　
、
ゾ
F
　
　
々

旧
騨
咳
汐

　
　
響
　
　
　
『
　
￥
　
　
　
副

各種相談の日程訂正

※お知らせ版8月25日号で掲
　載した、各種相談の日程を

　つぎのように訂正します。

〈定例内職相談〉9月21日㈹
●時間　10：00～15：00

●会場　市役所市民相談室

　
▼
佐
藤
槙
治
（
南
鐙
坂
）
　
五
万
円

…
香
典
返
し
　
▼
長
楽
会
有
志
（
川

原
町
）
　
四
、
○
○
○
円
（
廃
品
回

収
）
　
▼
㈲
真
栄
社
　
三
、
〇
二
六

円
　
▼
羽
鳥
陽
一
　
一
、
○
○
○
円

▼
春
川
　
五
、
○
○
○
円
　
▼
長
楽

会
有
志
（
川
原
町
）
　
二
、
○
○
○

円
（
廃
品
回
収
）
　
▼
羽
根
川
荘
募

金
箱
　
五
、
五
三
五
円
　
▼
旭
老
人

タ
ラ
ブ
　
三
、
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
＼

渉
ヒ
ガ
2
　
蜀

o
八
月
後
半
に
は
、
十
日
町
市
の
将

来
を
大
き
く
左
右
す
る
事
柄
が
二
つ

あ
り
ま
し
た
。
　
一
つ
は
「
北
越
急
行

株
式
会
社
」
の
創
立
。
も
う
一
つ
は

「
国
鉄
信
濃
川
発
電
再
開
発
計
画
に

関
す
る
覚
書
」
へ
の
調
印
。
い
ず
れ

も
、
新
た
な
場
面
へ
の
展
開
を
迎
え

て
い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
は
、
今
後
の

保
育
行
政
の
あ
り
方
が
答
申
さ
れ
、

市
民
と
語
る
日
で
そ
の
内
容
に
つ
い

て
、
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

世帯数12，389／推計人ロ…48，167人（男23，569人・女24，598人）※基本台帳人口48，688人（9月1日現在）

　
九
月
十
一
日
か
ら
市
議
会
定
例
会
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢

が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ら
重
要
施
策
の
市

審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
・
■

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。


